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令和８（２０２６）年９月３日版

２０２６年度熊本県立北稜高等学校人権教育講演会 当日計画（案）

くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 髙谷和生
１ 目 的

長崎被爆者・語り部の方の「生の被爆体験」を聞くことを通して、原爆の惨禍や戦
争の悲惨さ、地域の戦争実相を知り、平和の尊さを自分に関係のあることとして学ぶ
とともに、他者の思いを共有しようとする態度を育成する。
また、令和６年１０月８日に日本原水爆被爆者団体協議会の２０２４年ノーベル平

和賞受賞に際し、「ノーモア・ヒバクシャ」「核兵器廃絶」を考える機会とする。

２ 日 時 令和８（２０２６）年１０月１３日（火） １４：１５～１５：３０

３ 会 場 県立北稜高校 体育館

４ 講 師 長崎被爆者・語り部 浦田藤枝（９７歳・岱明町在住）さん
くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 代表 髙谷和生

５ 講 演 「長崎被爆証言会と紙芝居 ～伝えてきた私の長崎被爆体験～」

（１）開会、日程紹介、講師紹介等 ‥‥１４：１５～１４：２５

（２）講話１「大浜飛行場・熊本の空襲と長崎原爆」 ‥‥１４：２５～１４：４５
くまもと戦跡ネット 髙谷和生

昭和２０年５月大浜飛行場空襲、都市空襲理論、全国に広がる大都市等への空
襲、小倉から第二目標の長崎へ、模擬原爆パンプキン爆弾と第三の原爆投下へ

（３）講話２「伝えてきた私の長崎被爆体験
‥‥１４：４５～１５：１５

証言者 浦田藤枝さん
※長崎純心高等女学校二年時に被爆

紙芝居上演「長崎原爆被害のおはなし」
たまな地域高校生ピースボランティア第二期生

（４）まとめ、質疑 ‥‥１５：１５～１５：２５
くまもと戦跡ネット 髙谷和生

（５）謝辞等、閉会 ‥‥１５：２５～１５：３０

６ その他
□講演会終了後は感想記入とともに、希望者には「平和の
紙風船」メッセージづくりを行う。作品は校内等で紹介
・展示する。

連 絡 先
□くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 代表 髙谷 和生

〒８６５－００６１ 熊本県玉名市立願寺１２６－５
髙谷個人携帯 ０９０－１５１３－５５２８
髙谷Ｅメール takayanagi912@yahoo.co.jp
ＨＰ ＵＲＬ http://www.kumamoto-senseki.net/

□純心高女時の浦田さん
□浦田藤枝さんの証言

令和７年８月２３日

□平和の紙風船の展示 令和７年８月
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くまもと戦後８０年の取り組み
□被爆体験証言会の紹介
「仲良くすれば戦争起きず」
２０２５年８月３１日熊日記事

□たまな地域高校生ピースボランティア紹介
「平和の大切さ学び、考え続ける」

２０２ ５年 １ １月 １ ８日熊日記事

戦後８１年
たまな地域高校生ピースボランティアの紹介
□２期目の活動始まりの紹介

「平和への思い 受け継ぐ」
２０２６年７月２２日熊日記事

□玉名ルーテル学童クラブでの取り組み
「平和の尊さ 学ぶ夏」

２０２６年８月２６日熊日記事


